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１．研究計画の概要 

（１）本研究の目的は、ポスト「失われた 10

年」の日本経済を分析することにある。日本
経済は長い低迷から抜け出しつつあったが、
リーマンショックによる世界同時不況など
で、何度もその回復は足止めとなっている。
日本経済が本格的に回復するにはどのよう
な要因が重要なのかをマクロ経済面を中心
に理論的・実証的に分析する。 

（２）「失われた 10 年」が終わった後の日本
経済は、世界同時不況の影響で景気が急速に
悪化し、デフレ基調が長引いている。現在の
日本経済でどのような経済政策が望まれる
かを、（１）の分析結果を踏まえて、金融政
策・銀行規制を中心に分析する。 

 

２．研究の進捗状況 

（１）日本経済の現状分析は、ミクロデータ
とマクロデータの両面から検証を進めてき
た。企業レベルのミクロデータを用いた分析
では、日本経済の回復過程において、なぜ「ゾ
ンビ企業」が復活したのかを、上場企業を中
心に実証的に考察した。 

（２）また、新聞記事などから日本経済の回
復過程で報道された各種のニュースを収集
することによって、いわゆるイベント・スタ
ディーも行った。これらの実証分析の成果は、
複数の論文としてまとめられ、現在、刊行に
向けての準備が完了している。 

（３）「失われた 10 年」およびその後の 10

年間はデフレ基調が続く中、金融政策もかつ
て経験したことのない超金融緩和政策が実
施された。マクロデータを用いた分析では、
これら非伝統的な金融政策の在り方を理論
的・実証的に考察し、その成果を複数の論文
にまとめた。 

（４）「失われた 10 年」およびその後の日本
経済では、財政赤字も膨大なものとなり、伝
統的な財政政策を困難にしている。分析では
なぜ 1990 年代に財政赤字が拡大し、それが
財政政策の有効性にいかなる影響を与えて
いるのかを理論的・実証的に考察し、その成
果を複数の論文にまとめた。 

（５）得られた実証分析を裏付ける理論モデ
ルの構築も同時並行的に行った。特に、不確
実性下での企業化行動や、バブル崩壊後の経
営者行動の変化といった、最近の「行動経済
学」の理論的発展をある程度踏まえたマクロ
動学モデルを構築し、論文にまとめる作業に
入っている。 

 

３．現在までの達成度 

 銀行規制の分析がやや遅れているが、それ
以外の分析は複数の論文が完成しており、お
おむね順調に進展している。これまでの理論
的・実証的分析によって日本経済回復の原因
を解明することが部分的に解明されたと考
えられる。 

 

４．今後の研究の推進方策 
東日本大震災など新たな大事件も発生し、

日本経済は新たな局面に入っている。今後は、
これら新しい要因も取り入れながら、ポスト
「失われた 10 年」の日本経済を分析する新
しい理論的・実証的フレームワークを提供す
ることを目指したいと考えている。 
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